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も あ の み百?ぉ tJ~ 
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力、 ま 怪?みー す
話多たで ま の節3 7ごふ
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て ゐ の の カミ の の
理、居をる 月士?星で寅3 問2も 正予
り[週f観iか iま な 博、
そ 民えは と 、予¥ー 士、 、
*"L I4昔?疑jの y 号λJ--、ur、
ら し、 よ は通主 、予 物三 渡¥ー
を つ り ft で の の
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を つ ん め る -ーーー畠
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勉2を を 貧ミふ 火ひと 昔rそし と 人三に
強?狩か買かし 人?を か れ 七三 は、 、
し り .d、 すーρ の 燈正出でら で少?貸しそもし 、 、 な やう
あ 、ゥー つ 故こ火ぴて 特iこくせの、ー
そ つ と 事むの ゐ の な ら 光2
て束i鐙若いの め 7ミ カミ や れ を. 、る
力、 ヲ で 3・ し、 洋?をの て 出?ご、ー フ 、
ひ れ キc め 、予 ふ の 春2で ゐ す、ー、
?ミ を な 夜ゃれ 用iま 人?の あ る 三~三3Ph三EC』
あ 嚢iか 間たは ゐ で 々?花2る の 械t、 、 。
つ て〉 み も が秋3 が、.
て 入し、 fこ 与?な と な 賞与の 雄3な、
支切れ の 問i人2い い翫L紅も iま し、、 んみ
部?そ で" を の ふ 、ヲー し 葉ち、- ーーーー晶ず〉、
ず35の 子之上 し 女nしこ と て な 向すめ
33;光?な て〉 と で ゐ ど 1吐ょに、
と て {ま あ る うー 雌3、
ま と ゐ 台、 る 、予 同さ 矢口し ?ご、ー
で り そ も る の 七三 と じ ら け、 、
出品て ?予 月ミ如2支しそ は れ {ま、'〆フ 、 、
iト子ドら ゐ 那なれ 代上 -5 て よ、
し を る 、ヲー で で -々程ふ 居をく、ー
三Pよ呂ーミ主 I山lt-c ~、、・ の 音たは の の ら 人?
と ん て き 人?の な 詩L 景ご ぬ
で 行、燈iは 車主く 歌か物さ と 矢口し、
ふ -ー・圃ー. ・‘ つ 火よ至2)乱:て 文ごと し、 ら、 、
Jひ之て の つ と 後三立与し ふ tG 、 るつ
詩L i 会主2泊三て の な て ち:a、ー。ら 、
一 一一一 一一一一 一 ー ー-r
要い大;の {ま J刀U、k 程巾内す 7 レ 海iむ し、 iま、 、
管・…e?ろ る な で そ ひ 積Zを ヵ、 か、
台、 、ヲ・ 会長:-s の て 恐;荷t;: 渡EL ら り、- 、
さ と ~￥， ニP ザJ3舶会 jiVを ハ}ク る 北2も で
れ カミ 津マ燈火ぴtの 事c抱E奪よ元自主亜ァあ は
て あ山ご あ e に き ひ ;ε ~ 米メる な、 、 。
強21L をァ 。) 航す十;去さつ 利 'J 、
i主 ば入いつ 力、 海-f:分三る け カ日カ わ、 、
-Z そ ~/~ け 広(，!-ク し 用iの ね の ?ミ
時2の J」ミ Rがや 心、zで ら _x FJ ~こ
有E2せ 〉 あ ひ キ 本21フ 、
lま ひ を ぬ 知しと 用;る 見みジ J」b， 、 、
つ 乗丹、 b つ 心~ ~/'" つ コ は、- /l~~) '- tレ、-
と と 客てと せ と を t'L け の kFJ 守
光三に ごh る め カ日ふが ぎたし海ぷ め句、 、
を 右?渡ELJ 日め夜やへ d1オ~~，計\.11 九ιE三fJι 、3 !国t、
放2の し て 標2問たて め で ;羊?し、、 、
つ さき;て の と 舶むな み」 {ま の、 、
て箆2お代?も の 。.. ア ヲ ~'L r毎・1: 図;、ー、
そ を き な 中5fこ の 賊7 ?々、
の ゆ 乗なは る て。 け 没Z押でが、
燈i海f:を人?り 客τ か で 乗の多言 も、
0) 
〉 カミ の あ 火ぴ賊マ;度主つ 台、フ 四、
用iこ。夜ょ地ちら を ど る て あ ヲーフ、
を か 中去に 3・ 用iも 高官会乗な ら し、フ
達だす 産三と ゐ の 人て客τ は ふ
し 、ヲ 光ごす し、 る 日めは を れ 例だ、ー め句 し















































































で ー圃園『畠 つ よ 土F~じ1 みな 。マ る 力、 足そ(、 、 、
さ 此ら府?て つ 小を頃2iZE く ヌじZ 色、
江古会主:気宮 と
.，・ 連z光2路2て )1~ にフ 、










け の を そ つ つ の し、 の ~、 て
る 歌主用主の て 平iさ
、
淳?と て そ
光:に ゐ 法2ら 居ゐに "> 山2る 月liのフ、 、
、予 る が杖2る は で 生与と ゐ 強2、- 、 う る
そ 代i霊2で若も査をiあ ず ヱご t:. カま、
に閉ま附ふしがる る ふ と 手戸ヲコ月ヲゎ上、 、
- の 近ごま 津?そ 庭t事fし、 つろ
本芝ご の 山之れ で iま ふ て〈、 、 、 、
の と 叢8危き居ゐは 夏ミ現Eこ 光とら、
杖2く を 険どる 此会向むに と カミ
き〉
逢zき 薄;容ク 明~ tこ な か わ おミ ，Jz、-、
持もく 〉 所iら の 後2均三ろ、
つ な け な 其モ回Zの 図よし、 な
て る iま ど の 因企淳?に て る、
査委2が歩あそ 光三道tLUI も あ と
町 、
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位み中主鎧，iる 抹ちの 時ども 世せき る 夜や。 。
問た頼~ ~二 l主 殺ミ車ら代とな 界(:れ、 、 、ね
政3強含ま し)乱:に し、 到51工 必A3iLfふ: 
る 、
の を や の は首号る 査をi カミ、 、 q
暴ち霊と人?多だ づ除 故こ主主:然主と のフ
魂え魂5少す と 事むは の 、事 火ひ し、ー
で χJ、iとといめ す iま 随ヂヲゐ』 ろ を コぞk， 
あ fこ信之 る 虚2分Zと に燈; {ま
し
Q と や 名と度三で 行デ火ぴ るな
士」I二1FE4r; がぃと へ傍ゴ 汲ぽを あ は の
tjL、fこ 言究3 の 好み燈iる れ代主 を。
つ も の 早々む 火ぴ て ~j~ 
し の 材ご 者ミ支L の 恐三ゐ 月三
民をが料T の 那な代ごら て ゐ 免5、
る 津マと 佑FS人;用h く 決3る、 、い
』ヲ‘ 山2も 見Zの を {ま し と 今宮、ー
'フ 、
れ あ な 作;務?燈iて も
は る つ {ま 事5め 火ぴ珍ちふ 用ミ、 、 、‘ ら
恰三畿号 fこ 同5で の し 、ヲー ゐ、ーか 、
も 内tわ ;忌いあ 沼Zえ会民~ (. 、 l: て
、
守山地ちが カミ る の 明とも (ま ゐ、
家げ方?図よ 出でと で な な ゴ日セむか る
し
九| の で の オゲーム..tJ、 あ き か と、
-'・ は歌会 な つ る 平?ま ら の
族?，銭信〈 し、 て ま 昧2fこ今: 、事、ー、
七三 は な の 、ヲー い未み無むま と、-
そ j原!f ど で ~G か 開ごま里町で で、
の -fの あ を 布、 の で も あ、
の で病手輝;化4い ほ支しれ を へ没今、
知もあ ん し、 し 事~ ~じ那なば トiる 浴ー'-FA? rp 
議主る で て て が亜ァに吉三ふ の をァ。 、 . 
カミ 月2ゐ 空;ぁ、 米メは赤手一 と 恨;
ま ラ る ~l? る 利 1) 限をけ 種品同2ん、ー 、
7ご れ入いと を そ カ日カ ら ~1， の で、
今去に つ い飛示れ のずば j&趣i執よ
日三就った ふ ま {ま 土ど他た凶3CKで を、 、
の し、 と 、下 は太注入ぷの で カミ あ ‘ヲー¥ー 、ー
女日?て し、 と り 古去の 図よあ あ る の、、し 。
く忠3ふで果そあ .旬目E・4・ る つ t止よ
進?出だ後E こはる 種主も と て 支しに、 、
ま し 漠どれ か失与族?こ す坐:那な留七
な 書2は の 慾どに れ る 七三 め
か が天Z支L 北l?の、 存2に 由i飛とは て
ん告を3化4つ む 文と那な極?少?す イ以に が〈 、
力、 志、しで足ご年2る あ で の し
もー ー
時らし 穿まにの が古こ傍;る 家ミ光2て、 、 、 町
英ふ太3記きの イむよ 落f傍Z読3書r~こ の 千ご
図?陽?事ど妾まし謄どの カミ に入し、色三家~t、
の を 始?て の 中之あ 見みる 蟹ど、
名立 liz連2蛾1)$永3極?に る .，・ と よ とλ 
高ます 想1カミ く 途っか の -c き り な サー、 ひ 、
し、 る せ 不ふ毎1lこ 〉 で ゐ そ て プ〉フ 、
天Z物去し 死L 夜中大2い あ る の 士き?こ仁1つ、 ひ 、
文i理匂め の 北l?な ふ る ?ヲ・ 光I凶?と、ー。






を 白えな iま け 最品?傍Z
一一一一一一 一一一 一
カミ そ ・ーーー- さ と つ の
お光;も 潟支5て 予 がて強:ハ、ー、 、ア
もを〈にこ 〉 あ充3が!
は焚3 、後3れ 。..:;予 尚三あ γ 
光jか
、 .ヱ
れ す わ 三ロ十口!な士 、』ヲ し る ノレ
る る れ 生ぷら し れ て 、~. と-・・圃' 、ー、 。
カミ と ら 物三強3 て も 居ると、 、
す し、 人三に の お益金;fこ ふ、
.A(. ふ 日jr就つ光? と な も 人?




然ごは じ の あ と 太と陽?陽?、
界:ち や話:な 'da F の 陽?の の。
よ
ウ除
を る 問3の 表三光:フ
Tご
起をつ し カミ 光三面たる、 、
る と 生いや そ Bajる 原5
現tf見み吉 〉 の 係ご原交も 囚とフ
ー
象tる て 日リえ 均三 囚ど非ひを
と ゐ あ む 常i考;、 、
iま よ る ま る 知しに ./'、、 、
大河て絶3lま も つ と ら [きま 、
封とど の 会i の れ な わ
十|的2不ふで と 傍える 23?ヌ~~、つlヱ1J、
ー に思しあ {ま 言究ご と 光i地ち
特tJ義ぎつ 限2 の 生ご球?
有3な て ら 囚ミつ 物うの、 rjト
で や そ ず が表?、
あ > れ 序つ あ 面とフ い、ー、 で
感たあ 際三ゐ ら そ し、 と 寺E昆・ω..ら る る
人三れ
。
じ つ は る あ し か 程?と、 司 、
フy:~~てり、 し、 台、 慌にで つ て の の 断だ
告を2と イ旦ぢ づ の 色 開iも ぇニご、 、 、
熱ヨれ光2憾士の ラ そ 係:の し、-、 ?こ 古
千!?5ふ と ふ熱うか f出-j と ~~ カミ
一寸
方[fい コ二 と ら 台、 {ま は あ (ま
./'¥.一、
必2きの ふ し、 {ま ら あ ま る、
波は万?テ ふ い光? つ ?ミ の ず も
重力iの ノレ と カ1 7了 見みで イロjど の
し一
iま ?皮ばと 全三に 出で カミ つ あ 庭こは
系mi動5い
、
も る 今:け る 1J) ~m:な、
し、 {ま ふ別三光?と {ま 千!}えよ し、
台、 粗5 も 物百ラ。} 絶だら し そ の、
ら し、 の の そ ふ ヲー れ今3の で〆、ア」、 、 、
皮ひか 〉 や 出でこ て ぬ さ 類22足2
唐ふら ?皮{土う オユ と し の
〉 カミフ、 、
日艮め tJ]~- に 熱なを ま か し、 あ 可ー、ー、 、
で i立1~ と よ つ さ ふ つ の、
感たは つ .， し、 も 類3て世上え
考5 、品」よ、 見みま Q ふ の な の そ の
、ず 3・ ¥もミ も で も の 中5え ./"、、
し -ヲEご は 、ヲ・ の て あ ば の Riiに|士、-
て し 同2の (ま 見み る 嘗~ -}Jミ 呪2-、
眼力て じ -酷ー_. 始しれ の て 見みは {ま、
皮ひも 三〉 終;ば 、予 222多だれ、ー、
達?の見み膚ふの 出でわ ら 少?て、
百
で買5て れ な 世ょぬ 何ぞゐλ 
る 或ぁに し、 ゆ る て を 熱なあ る、 、
支守る 熱!jJ、 台、 と 就つ〉 予てと る モー、ー
金三勤fを {ま 。み し、 し、 ゐ 日Ij之お と れ、
仰さ物三出だ皮ひの ふ て る 0) ぼ高まは、
と し 膚ふで や む ま ガ!i え イ底tも
‘ 、合d、E見みは て あ
〉
ど で の やフ 細?と、
ヲ・ ゐ 感どる の の 勝ぢい も 予え フ
面たる
、
る 止」;、 か 熱ね位t 、 手ての~色、.
ゐ 、
台、 わ ぬ ら と ま と で をァ 耳?舌ど、 ひ 、
ち jrr:~れ熱ぢ早ミ光z で で 、ヲー H艮めに、，
矢口し つ b で f 、 と の あ れ で 問5高Z
11.， て 人えあ し、 の 来JI~ る {ま 光?ぇ イ底!、
ぬ 見み間三る .A._ nH~ さ さ 熱分と Q ク カミ、
の ー の と ば lま
〉 で矢[]しが あえ ザノ) 、 、
熱ちし
、
で て ij炉も 熱ミは あ る 』ヲ・ る、 宮 、ー
あ さ も 百いと つ で て る の も や、 、 、
る な つ し、 き ど ま ~ で ら 3・、ー フ。 、
が種Sて J、 り の れ相3の な
ら 特?よ iま し位jf lま 手て方?も
;AU別3ろ 日艮め た ま の 光!はーで の
身えの し 界?で粗をで 同Eは で、
後を恨めい 見みを の し、 あ じ 来日Eあ
7~f を
、
限主細i細iるし ヲ・ も し、 つ十! え
の 有もて ぬ る さ し、 と の の
見み光?わ
、 、
さ つ は 」L 差さで を 二i一、J己I主/レ
し て fl， で け 光2し、 別3あ 皮ひの、 句
て ゐ ば光?に で、 ふ を る 膚ふ方lj
ゐ る 常Z と iま あ 主AE立たのこム で で
一一一一一一一一一一一一一一一“一一一一ー一一一一一ー一一a一一 一 一一一 一一一
の あ 以いの も な し で j12は そ
上?原Eの
、 、
で る い如どて あ の 同どれ
_， の i之 図工を の 何ろ起ごつ研Zじ での 、 、 、
る で 生とか 寒どで し る て 究き類ヲゐ』、 、
が理U 活よら暖だあ て と そ の の、つ、
| 都包Zl2士 主filふmんろ R目立.14たい E以fVつ斗引い つソ お し、 れ も も や、
の の が i且たでお て 、. ふ iま 随2の 1除、園. フ
上ご熱ちの 浪時 fこ
、
や る "? 生f分Zで、ー
〉 か を 原T知し と と 物5有どあ
、ひ
フ 光v
ら 後3因:つ 多Eい は がんJIiセg u 七三、 司、
光;互5す 本ク て ふ容?こ資三な と 出で、. や
を る 推お定三の こ易4 光iij司:す る
ん
設3連たと し め 細ごと す 係i: る
す絡?光?考;;る 胞';均二 額Zる カミ と し、、 、。し を ./'、 ま 台、 日め微ぴと あ 後三ふ
む て 護5る で ら で銭?き る 光〈h 、ー
つ
の ゐ す 、，. の 起さがiみで と 生まと、ー 、
{ま る る と ラ る ら 見みそ し、物5 〉、ー、 、
生主貼Zと iま と 温三れ ら の ふ を? 去詑待lrつね、
物5の は英(じで熱号る れ部ごこ 研たが、
の あ 甚2い あ の と る の と 究?出で
lJ: 、
gJtる 7ご 、予 る 総3し、 の ど を す る、ー 。 、
"? イ以に と 量;ふ の }ヲ・ る と、ー 、副陪、
も と 寄ょで そ Jを 望2温Z部ぷれ の し、、 ，コト
他誌を つ は れ 千2は熱2分Zは {ま ふ、 、
刀ミ与 fニ な で均三と カミ で不k生ざこ、
随Zし 事Eい後号し て 何ど如どす 物ミと。
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み tこ面ご浪?全2就っけ ら さ ふ 〉
ノ
る 立たに火ふ踏とし、 て淳マて ラ 迷古紙ぷ、ー、 、
人:つ き の て 書か山三西まと fぷ気




身どの {よ て火Lし つ J!?2 る 解t生i、 、 、
光立光?と な し、 を殊2て を不ム蒋?」 ;i、.
つ で光手か づ税みに与37調t十2 もイ立;
て書2り〈 れ る 十者主べ分とあ て、、 、‘見みを輝1: を 場|士五航?て な つ頗:_，. 、
.，・ 議上く 筑?見み所tit海-ごみや ゐえ 、




力、 と り 不tJZミ2 く 後を人三浪;ぁ ま で、 、
或2か高予知むも ?ZL2は な火ふる り あo、、 、 。 司、
は或3き 火ひな帯ご遠だと の 玉虫q る、 、
数ず は大さと し、 土むち洋?カミ 、ヲ・ を或2、ー、
i捗?方?航1・し:
~， 
十2そ 波な と tf主訟は妙、ー
ーー守
目立の おミ ら 活?か海ご ろ 七三 し水ミ、
あ 三iξか て利12、
つ話6し南2術5も k、 源i夜1
わ り で fこ えじ?が の ザC を 出fレ'
十 I ~こ の打之は青E極?盛}所iあ 考fRljJ、
七 る 有ア海-iお な 海L ま か る ../'.、}
f主主で ら い原12で な ら の 出花火1、 、
す 2tiの 7K~ す 或;に世せっ 日艮めは、 t_ 
航?を 海-iは起き界ごた を =fヨt1じr と
、
な、
海と浴ぁ溢ペー る 上;に若っか し、 と
き 光24吸3摩ま者主し 究?に 々〈さ の
で 勺 込乙擦ミベi て の 言いと て 問2
起どあ ト み し ゐ 念:たひ 日玄3はゅ、 、
る る シ お ザC コ をァ 傍2き
電で L {ま い護5ン 人どお へ程?夜々夜上九 ‘ー， 、 、
気告し、 波Zfこ す iま ?々こ 書か眼め暴?と、
の ひ 7・ ズにと る 3艮:は さ き を 風すてフ、.
陽?む
、
イ乍さデ つ 火よ競2せ 矢口し身すい俄2もレ、
用iカ と の の {ま 〉 て ら て 光2フ、 、 、
き 光?で舶会て 特t-lt 良之起をり
因よト をァ あ カミ そ の つ 輝1:、 一寸 4ヤ
る iま 7K~ 夜ι る ヌ)ぷの そ 七 火びて、
の 臨ょの と を 解との の の 幾T波Z
-[， の 分だな し、 切吉設と頃iで 柱lf千 を
あ 分三子しつ ひ つ を 物三あ を 丈?見み、.
る 子しが て タ て 試?理。る 見みの なろ
と 動:再fシ 進?み 皐?か 龍三か
ヤ 、
し、 分2い ひ む る 気§ら 本町巻;っ、
ひ 子して 吐5は と ?ヲ・ 象3ぉ でヨミ~ jこ、-、 、、
ロ| と 互5出?ごこ き 王手?の あ を ヲー匹、ー
バ i が す れ な て〉 つ 凌ゐと
互主摩まの iま 舶2な と と し、 iまひ 、
ト 擦ミで海!:憾とつ の 人3と で な、
ボ 鰯ふし あ ;Kb と 研-2々?か 登2か、 、
イiれ て る 七三 ;毎-tE112究?に り つt 
ノレ| メ分入ぁ 九以~ヮ!士 とL 主2水!~に 浪iろ 燐lfこ、
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t々に な 見み囚三に モ~、ー、‘
。〉 附3し、 ~'L は あ ~G と な ~'L き を
極T若つで ば 、ヲー る {よ 忠、ど も Q 三(l.ヲ4P3みと、-、 、Jlし， ブ!ふノ!、ちし、 カミ 直ミれ σ) の 舌ノtん‘?{士 の、z、4、ー:‘ 
な -r ../"'.、 で ノ の で で る」
YUYミL'つで 。 -t:> 、 あ 見みあつ わ ユJ竺と3・i九ひ、f1M1半ミ 乙つ~ '-‘ンノ で で~、-
光;〉る f」「 tJ、 な ク あ て〉 ('2 る とつ -、 、




物さの σ) 者七 ンj 海t: と れ で
iJク， フおの と で 7J、 水2 も は き
)i支2で
、 、，
見みつ 改〉 両三 の ?c -りv ぷ斗
t4J 7 て ο今フ つ 矢口し )部 。 フモ;の や で
ιー 長凡ム 〉? (fJ は 。ザア れ 千 る も、ー IJはフ、 、 、 、
と る 力、 誰iLj度合七 と ど そ、
七三 も て〉 で で〉 百 し、 燈 'J 夜之の、











r) し 夜iは i- の て 、ノ (之
る liえと と て 光弘ゐ 一ー一ー‘ も あ iS:ユ確.t一、. 、、ム」ミ つ うと31iえと る ぬ :{I三7J 全とる 4、eヂ・2 、/(.弓・
て て つ つ 海-:均三 火ひ行[う〉肉Y、 、
も 思;:て 水Z;毎-tt!? 力、 ilRr 、
切Ji姑2で二Ijkfかy 初M{ yjU を オぷし、 〉フし
き
は 水2が
カふ 見み.圃回・ 1 治、めD3-ろU; υ k、 にの-・4・ e 
十 i 少:棄す光;私し
、
- ら て、 より ，d〉、 見みそ る、










も 漉と放?の 4デLミ、 る 形2と、
者-S と ;宰マ光三し つ
〉
あ や は カミフ、
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カミ つ る 骨!iごの 物ぷ離'1 確;設!士ム 死し火Lつな っノ、、






前ミ腐;のよ λ で 光Y生ごっ ら‘3 
つ る 徴J有もす 物三て *'L ま る 光と、 フ. 、
ペ戸 』ヲー 時23菌iつ 。.， 塁手マ そ て で と の1. 、ー
(よ カミ て 気し者ぶれ か {之 き 大E、 、 、
他三四 よ イ主す ゐ JJ~; σ〉 カ、 ら 設とに 737; 、
の つ つ み る す ら は ヵ、 イとよ は、
Y5，〉之ミヮ官 ，: て つ 後三も ~ iよ 浪?れ t士f対λ日 ズ勺入3ゑ勺f士〈 、
光?は {ま し、 光Lし、 ?ミ 浪:火Lて 的;光i、 、 つ
お'J'~'海ごそ て 器きろ 役;?グじは ゐ イ乍さ 生3
物三国たれ
、
繁たか と の 全えた 川i物三、1ト」ヲ・
'さ」ト? 殖f ら な 研-Z く の で の
く
凶iZイ主す設5 し うとtあ つ 究?生:で 光三所しJU、
l) 
下jiん 光jて をァ る も 物三あ ゐ イ乍3、 。 、
し で ぞ没j ゐ 放2そ 物三の つ の で
プ
w〆- ゐ 菌.1 る つ の そ 理句月Jft~ iニ で あ」、
?c る 七三 ‘ヲ ‘ゥー れ 与31作ざカミ あ ら、ー 、ー、 、
の FijL!Il12!かち R'ラ1さr安c ζ L と つ で 者主で 今;る ゴ昆フだ、 、 、
気5の 生J.， ゴ {ま '? や あ 言いと 七三い←_. 、-、
透:し つ つ 生まの 気きる つ 今2幾T
イJ.コ
、 明会て 物三浪f象?と よ ら、
の つ そ {ま iま 刀、 グぷ皐:1し、 資ごり 力、、 、 、
光iま~ -L の 生し、生ご各去を 者たふ iま、、 、
の ノj、:免Zき 物5そ 起三の 、ヲ 徴~;. 1ご 生ご、ー
会?動5に て の の す
フ.
手てと 菌: 物ぢ
lE物5光2ゐ死L 憾5生tを カミ 十 の‘・
一一一-一一一一一一“一 一ーー
一 一 一一一- 一一一一一一一一一一一一一一一 ー 一 一 一 一一一 一 一一一一一一 一 一 一 一 一一
光ひ 口~ jご を ふ 4グLミ. そ て も で の1通，) '- 、
'ど と の 治?記与る ;前みれ 外?の あ 光2
設2カミ 庭;毒f し 管5も で ./"、 〉 る る、
す 主かが 11~~ f二 月2て ま 出で寸t な の
る し、 夜之の 通ら く ゐ て 分21ま ヵ:、 お t辺 、
荷UEE、Es尋1与T JRi151E1たV の て 光2行会で ら る 光ごも そ、
は あ ル(!. は あ き 戦:る や 。) を、
暁2場?のあ る カ文ミれ る は 組モべ透ら、 、
青; も 織:さV_Y~ つ Bミ ま iま り つ
カミ 洋~ jニ 前三fニ 宅」三 光ぷ死し光2が 司ドて
も J」Tて、 の 。li7 火ひる ん つ 打γ は 見み司、 、
化なこの {之 で外げ 蘭ごも 雨37ご マ でおヌ』
、'‘ 肉T看ど科よ西ス ω の ZGゐ ~/L の¥ー 、
と 屋たj三ゃ 当口:宰ズ去 問区宮・ρ の 降ふ や る ぬ 餌え良ぇ
で 0) し が大:f る !?、、JU'J '- と の
あ 庖3て 或ぁ家か 夜ょ賊1) と 、'‘ な 者コ戸会、つ(士、圃'
し一。 ゐ る キ! と (ま カミ ろ つ 光i。 コー
あ 兵31!井ゐは 台、 あ か 動5-、 1-> 
d守 者3士しピ _L:ユ別3り る ら 焚ヲ物三。
ニこ 、司. 
糞L 光~ ，こ三iA97 σ) !i文立し ザヴlて、し h
J之丞 大E足tの ま住をて な の 動i紛3し、
を よ=羊; ~こ をァ 著、Eが よ 女日と物つひ
じ 同‘' 、 、
-ー・ ; や 怖2切さし 古こく 人と き -J:; しー i 
十|
の fL つ 戦3光tJ馬ほ も 畷ぷ 見み五 |
fJ~j 1，( j二 書;場?え
t 
の の 下だ え、 、 -ー，
?な と そ の 雨2屍2 さ る
記長主し、 の む 、，. そ や な れ 、で. 、ー ¥ー、 、‘々?ふ 切3ま と ぼ血ち つ と
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昆三菌7動f間三菌?てヤヤ、 ど 地ちま です、
品?に物3な 前えが あ 方lftこ あ、 、
類Z取とに と ~~~ ~こ ま つ で あ る 控:
七三 り {ま の さ 三ぃ?ミ i:. 
、
{ま る あ ./"、、 、。 、 、
力、 つ光U温三れ つ 生いそ 蚊かと る て
の 力、 を血ごて き れ の き 動三ゐ
一寸 、
局i士れ護3動5ゐ 死して でー は物さ fニ、 、
鼠恥?こ す 物三る ん ゐ 竺F 種与虫妻子 E351 も、ー
者3初;る の プご る ~0 の 枯ら者与の
の は病;はに魚4う ら -ーーーー__. を 七三 を、、 -， 
ち を群f:}室2こ 動:火ひま 熱な;主まや
し一
や 7ごで を な 烏いに段だが ん ~G 物ミ、 、





人tばべ病iー るをして あ 513 
魂5れ き カミ程与の焚5て 見みる と 拍i
L.. 、
な る も あ の と す み つ除 そ きえ ./"、
ど の の る 病写同主る ~/L iま て、 、
の で でや気きじ 、ヲ の と か 手 そ、圃P
正;ぁ あ 、. で ノ、 と し、 iつ のフ 、 、 、
fitごる ら あ 、ヲ が蚊かふ商シ蚊か正ぷ、ー、 、 、ヲ
と iJ、 〉 、ヲ る ~G あ 蚊かこ 比ぺ崎ぇ位:
子・5 1 i
フ 、国，、 、
な ら 、予 れノ も ら る崎えと利目J 虫令l垂を、ー、
ぺゑ
』ヲ・ の ら やもの蛤:昔 も亜ァを露:¥ー
竺予 れ 後5の う 後三で峻汁放すの握与し、-
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民しヲ て さ 鐙:の -ー~畠 、予η， 、ー 、-
珠5の -ーー 晶ー み て の 研Zつ ~0 、 、 、 、
な -同・- る 可ー 、事 究32112で、ー 、ー [工、
ど つ そ お も お と の と 七三 も ヌを占えとつば、
‘ 、 、iま れ の 自どの 全31せよ む 今えは 光L
Ja」苧 フ
後2分どを 動5れ の 入ぃ H2 じ 生ご
の れ反2の 的5の 542中三つ ま め 物ミ
方すて 射与 'Eiどに FIUilh互だい す仏 で て -r: ヵ、 研Z、
で太ごし 力、 光ぷか る I42ゐ 進?ら J〉:矛1ZEL?汚、、 . 
他た陽?て ら る ら -ー. ・ じ る ん後ごの-一一ー、 、 、 。
で光?二動f!峰よ光2は む 宜5つ や
的2燭?っ 光ユ 0) 際三の 3・ ふcl す タiヨRて二はフ~l 0 
な て を 光2も る 路ろ
光ぷど 見み出だ をア の 光三 径.2生ごの
る は ヲ・ し lEだと つ 路ろ物三話i/ヲ、・-
も 首ijえる 千与え な て の で i之
の の も 8ミ 、て る 見み 話2あ 済す
光iの
し
で方?の カミ でh で る んえ、 、
あ で E12外2 力iで る あ と 7ご、 lエ 〈、
る 白ピも か の そ も つ 認?の、 、
序:動:他だら 原光れ の て め で、 -、
的Z動5来く 健三は で 、下 ら 、下¥ー ¥ー、
的2る と む の れ れ|一
光?
、
治、十つ フEZiこ な 竺ヲ・ I12て、ー
て る 光手伝 る れ ゐ b 
お も る 受ヨ む を {ま fこ 七三、
の も け o -5}b υ 会長む も 1i~えEの乙、 、
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??
の ‘ヲ 注，、一王 -ー占 2立3え迄!そ/ "久d 予 り、ー え
も 取とれ な 皮ど種白光?の る 県~之. 
の つ 台、 る iよ の 動5で の 現tS
で ら の愈:匝〈物さはも貝t、
あ の 主す で自c 別ゴの決ごみか





‘ヲ iま の て 同E光:、ー
じが|FijJtithfじ， bh-
カみ
*L の そ カミ な
を 、ヲ の 台、 し 手?刀且 く ~ 反J2¥ー 、ー、
他だと 女子よ ら て 向ウ、司. と 射主、
の を し、 332Vて ~G で し
ヌ5去ヲ:会 fっ士 主函1白~1，μ 2 例とま里句い あ と の斗・ て
光iL 的5 。で る iま つ 見み、
生ごて あ の の 全きて で勘え
イ乍さ
花、





7が 分三物3物3 も、ー 、 、
と ちP よ 見みで の (J) 、，
~'L つ 受うあ fikる
あ (ま て け る な 重力5
長If弓1ιし
ひ
物三て 光; る の ら、
は の メ(!-ク が で 臼じの、
-闘困圃. め 者3戸ぶ、つ士 出だ し、 あ 身土日艮め
十
ザC お; す て〉 るにが i五 ヲ
=65光?光2も 生・2 も *L 、
同さ物5 の も の を つ、
じ の 〉 、ヲー 三iIこ:ルま Jヨfえyド'ノ マ」、ー
理り例と 話; の す 見み
(.， 
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々?問まと カミ 一英ィで遣や振ふは て 呼ょ
力、 i之 し、 あ 種主吉ギあ る つ 平;ぉ 点、




、事 光字額主玄;て め、ー 切り 、
し I15 と 々(に 埜2 {ま の 左往壱 の
し、 {ま と {ま は 直:ぉ 最3を23-、 、 と
光三住す知ι し "? 、:- の F32をつ、ー 、ー
カ=
を ん れ の の 止やれ い遠与の
放5で る 主滋手ペ主長" i、呈二比色5迎、ヌt  t ん の 所; さー 道す、
て〉 夜之が ?ミ、 が で居ゐま け F~ I t: 
さ 雌?あ 一雌し し 所iで て
ま な の つ 府;雄: 二dふ、 を 登3お な
{ま る :):1て ヌ!!ょの ふ 矢口し つ つ、 、 α 
も と は ち し達5 ら て と て、
や 這[土全;ょ し、 カミ 、ラ せ ゆ t惟3ゐ、ー
〉 つ つ の あ の て き iま るフ
、
ど て -瓦t~" とT カミ る 』予 ゐ 設3光iの、-
金R出で色三見みあ カミ と る フtjを で、 、
岡tl1;て の て る 亜ア iま さ ~~きま のみ、 、 、
石3頭で細2 ち そ 米メ イ也:ま の す つかフら 、
を よ 長3そ ~'G 利¥} の し あ て
生2て
、
り し、 ~.'L iま カ日カ る も、r1ljt尾3姐;均三 雄ミに ゐ 尾3強2 し l-
毎2端!fで 甲2の 住す も る :t;tく 雌3 丈
ま あ J!tJ方?ん あ 所iを し 告主る
で つ で で る 左さて を、
刻12の て あ {ま ゐ 、でF 友信右:途3飼か、ー、
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も底2の 民ゐの千3鐙;源Z地ちわ ら iま
よ し、 汚F る ?原E家廿虚乙氏t と が れ南2、ー
つ の と ぉ:?氏c 告を:無む告を:て 日lこぬ亜ア。
と で で な 強:と {曾?と は木三 米メ、、?予 あ 北t1交5と い鐙1い 315なで 不リ、- 、。
〉 る 海-ごさ し、 ひ大言ひ は カ日カ。 、 、 、 、
道す )1{f;ふ幽:鐙竺所iそ、るろ 南芸0・
注の に筋去の震と宇ろに の {ま も
.r-"、. むには強主治ちょ 査室:jLt ヰ仁三、、る
ザプ」ー 朝?は大三嬰2鐙:っ に 1¥(t 亜ア、
才ゴ 釘{if大t方合兄ねな て {ま よ 米メ l、
こ斗 に概{:は鐙2 どは通?り 不リ 。』丸←占、~ 、る、
も居を清士姫2の牛t常?北三 カ日力
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あ もミ 〉 ./'... し、 た へ J当主力Z 宜~j伊 iし』が'171ミつ:1 フ、
ら 別三し て ふ ら、 、
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あ 本Jfは で る 7ご て て カミ
つ行ゅ強:首ふ
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、
て る 通?五郎fる か 4~1~ 、 、
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那な(ま て ~ は樺2る、
の 両日ミ ゐ 合翌日知しの ら ま 太ふと』
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、。 {ま b 9]t 女日ど 7ご 島2れ
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dirtIE、-咽2Lと. 蕉 nzま廻3 こがに I四士
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四 lztzと也素 、く邸主 Jひfれる菜i士雨3
主|に長も有明 出でる地もる頃iがの


























の 来車筈手 飛品質2そのゐ州、I~ 
守i ては巳 出r 際ごの宇うて石tI早





ん 明5向すき カ日かが 居ゐる は や あ あ
7ご IJ、出だ減ピな る 袋;軽2つ つ 乙、 、
近2ま す 口Lい と を し、 て し ヲ・、ー、 、. 、
す は の の の 手τ ー扮でゐ 年2の
る な ず で r=jl;:で早空つ 装去る 〈々地、、
さ る 取3あ 片むく 四 を 強2何た方?'フ
〉 と ま る沼5端5鐙;っ し iij5百三にフ 、 、 、 く
な 主主:は カ争 る ぉ、 J含 身みて 屋々高?千j:い、
る {ま つ 〉 と ら 捕~ ~こ 蚊かに と つフ 、 、
と段だてい袋;皆Cへぶ 帳ゃな し、 て
強2々 f夜ミムの白じる ら の る ふ 兄み
摘も叢iの 口L分三が下さ裂2と金2る、、
iま のり ・ー晶 あ を の そ げ で七 を と-ー島 、
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や り ま 河2時ピは 々 る さ 告をl;近三業主、
〉 で の ふ 袋;生Ei二捕と図?にフ 、 、
な り 績7q15そ り の が尺?る ~、 し、




、ヲ む て中手の し て 離2四 、予 し カミ、圃・ ¥ー
をァ ゐ で 415て ゐ れ寸Zの 手℃ イ長jf、
掻かり る も ./'、 よ る ず も 強2康三軒Z、 、
き 、ヲ 夜よー吐!土し、 出1~ に あ 捕bく む、ー
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と つ の を な と 暴ぁ墓2れ す捕iま
で で 取とも 明3れ が も ~、 iま
も ら あ つ の ま 出で就つや し す
し、 ば る て 七三 な {ま て し、
下 は掻かフ、 、 、
ふ そ そ iま で つ つ そ て ど 口Lき
や の れ食〈き て て の 思:鵜号へ ま、
光とで，. {ま る 見A 盛f鐙2出だを と i主フ り 、 、 、
な iま も せ ..， 3・ を し 似::ゃ さ¥ー え、 、
も 腹そし捕とれ る 光;数字 fニ つ れ、
の 部主わ つ が の を の 、.予 て ら て¥ー 、
七三 の カミ て 面すで放2矢nしと 香おに 弦pi
で組モ図;は 白与あ つ れ 七三 旬、ゅは iま、
き え設会 の 食〈い つ そ ぬ あ t三 ふ 頻;
る を 強iは と て の zf?る 捕とり、 、
台、 透ら拍iせ 言u、恰i光:捕と米ごら 、事 うと?、咽'
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、
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‘・れ外?山ごの eヲc の ο) 食(鐙2の し、 て〉、
ぬ ./"、 の 腹きの 生い腹t& J、 の と 力日か そ、
青2見み位:ヵミ 地ちさ を カミ 多言同;減tい
竹だ みク 光Zの 透主金銭し、 じ j官三つげ え
の て 呑 η る ノ下1レ;:1-欧丑とう ハーノ {之 図〈氏、， る jζ b 、
知;人三み の と 龍三て 基3で とと摘i|四、
で会戸、十ろ へ 文さ 間ど込こを む と タト?の あ
透3の ん 見みは し、 へ腹2つ あ ~、 て
明主生2で て 基3ふ ぼ の て る 日土:主 (之、 。
ら 燈三し 楽お に や
，. 中友毎1 き 口Lフし、
ぬ 2E?ま む をま;ぅ つ で夜やこ 出だへ、
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が を2何たて 千 ヵ、 あ そ 電Zる 物3フ
な 来き問5と ゐ 疋ぴ~ ') る の気きと
も て屋ゃも る 台、 し 場1土光E燈t生霊堂で
切る
の ゐ で し、 の ら て所上が を火ぴ む
で捕と E22を腹T口Lが
、
を る {ま iよ そ、
れ袋:る
カJ • • _ .， 
揮5の あ 昏れ窺ゥ部ぷよ 透4の
ひ
中3取とで も ぬ全Tの か知しの り つ、
つ 集?ら 程?憾ごで り る 組モ入いて
て つ か で カミ あ 夜ょこ 織主 *l~ 見み金主i、
蚊かて ら あ き る 明5と を て -、 をλ 、
が 正J玉長之lιZ 同目ゐ 。"，帳々来告は る ら そ ま Y畢?、
の 何三こ れ で で し ま と 山三
裂2何Z千 の が捕らさ て で し、 入い
で高疋三袋;と長5に る 見み達5ふ れ
捺;疋5こが輝でいま さ ウ除 せ 、下 てえ 、ー、 Jマ
と も 深?い蚊かは P る し と お./'、 フ
し、 ら 山三て 帳やる で の め で し、、・ち 、 、
ノJ~~ ふ tJ~ そ の と あ で 胃ゐあ て
鐙2の 裂Z上?る
、 、
な 1除 ら よ の り そフ
問5美?の
。 、
細2も は 手ヂ 中どな の
長事か何土屋キし袋;な 外?で ほ 雨?、
し、 ら 百 し、 の も 力、 そ 現Z端どふ、
四 袋;達ご疋5持2見み裏;の F り れ を
九十 に者与と 込こ事E- lま 胃ゐを 警い閉と
入ゃな し、 ま な 面力一 壁2 と 者会ぢ
れ 3rふ れ 竺， に夜や の Uま {ま て、 ろ々 、，
別3夫ぷ注3る と 止;に 故こす 寸法夜i
さ
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中之て む iま の物5は実にと ま 々、、 〈 、
に 馳ち特?生い日音;薬:書上れ る そ し開き
フミ5走THq2 き を と ぬ と の
て照Zな
、
概ごに の しが 自己如jふよ、
呑のそ客?ゐ す る て と 由:ヵミ し、 ).  
んへが る と と {ま に腕ロと し、
7ご る あ鐙iい説2 童すか矯まけいて
り ? る がふ し、 げ る伐見み|、ー
~モムLιろ t_ 、時自責s特fて 見み薬?ら と或2る|
し カミ れ質与主主2ら 種ぷ ~/L し、はと
あ lま る がの ~ 'し る ひ刺ふさ、 、
り る 告をほの、 T。ーこ， あ陰ぶて し と 又2の ま
し さ の は る 子ltゐ てもは立た〈、
頁5 言い竹::っコ除 麹2い L し 4可，r. るて フ
一寸
しす を ふ
、ラ 日艮ど本たれ つ を の、ー
ま る ザjきま ろ病?草iる し 曲z と 薬;
ふとつ でか人Z綱?に ゐ げ き
さ墓;て む ら に伊達手る る にす、 、 」 ω 、 、
〉 や 、匹 な割な勤?の {ま し、 に飯2るフ 、ー 、
で蜘〈れい出だめ や な づ後2と さ
ぁ~まもを こ し て 〉 し、 れ をァ 共iうフ
?ご
あ な も 入し、にるが津 t と ら で
出で山三で
、
も る の し と れ担むあ、 、
て前Z米中の ? し、 ，. つ る、圃' フ、 、
3fひ栽ご理可でれ も束iと 水ミて或2、 ()、
て に屋ゃあ は鐙;洋?も で貼つは
3ti放2な
、
り戸 生Eiは の 受3竹3け熱今
の し と 〉 H艮め博?合るをァ る さフ。
数?十時t 見みに 集3く す 熱ねラ"'? 、-
iま ← J __ 節ぜ プC2 る 矢口し る 帯どれノ、 つえ、
何い皮どの る り と つ の 地ちか、 、 、 、
時つ光t暑3そ 又2す て で /JA [~ら、 、 、
も る ~L， 
./'¥..一
ゐ も で 少:、
会主; しー. ・ 余よも でう寄tて る Jる、 五、 。
十 iま 寒る五 同Zカミ 1除 カミ ;原史フ、
月5滅さじ
、_J __ 日lこと 津?氏ヒノ、 、
皮ど晩三も の '> や 本2電i山三合会主え
な 中Eて 7除
~ る
で フ の 7がにの、
源f閃3集3習上あ 七 し、 程:主、と」、 め




iま の も 3・ 庭4就つノ、 フ、 ろ、ー
の 皮ど十 月5ょ 調;さ で でい
晩三も 皮どの {ま 子しう あ {ま て、
言iA;位2初5 ど をァ で る てゥ i主のゐの、 、
言i去っ の ガド揃ミあ と の ./'¥..よ.
つ て 時ピか 律3へ つ し、 査委2て
見み候fけ カミ て て ふ カミ み、 、 、
と で て つ び 同日下 み や寸-、 、-、
き 七三 iま 査をiい 力、 じ な .， フ、 、 、 。
一ーー‘ -ー ・ー晶 の て 時;は 一-¥，j可ち
iま ヲ寄己分三出でゐ 人:努5、
-ー畠 後3時t 盛i る 津?カミ
十光j問2に
lJ 
や と 山ごみ 光?、
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つ 前ごと あ る ら _.・ ←_I __ で な-ー _....ノ、、
て にヱご つ 時む段Z晩E百十 lま る、
ゐ 百いつ て、 分三々(J 1 r;皮ど一後3か
る って 日子上 に と 吟E以い皮ど光jら
も あ d当、 は盛?で上?で皮どこ、
Fで1:二;号r-dhE・ EtFに査委;にあ数1れの ーる
で奔t通iは にみな 7がなるはは
iま 明とり 絶z 金三々 つ 光立つ 七三 前三前三
る 、
jzGな滅ちで ヲ‘ 狩12て る ~~~ ~こ 以もえ 、 。
iま あ て 十様? 家げ言いつ
し 夜やる Jぷ24コs、宅る オミき一 子す 会2つ て。
て 三!三宮 の て 時ピを で J己、?、 ろ
今5前ぇ 、d主p ゐ 頃ミ見み iま 通主得ぇ、 、ゆ
ま か る て そ 指3て
で起き り 人.2は ゐ *G の イ.>コP、、
木きる か 殊2る 七三 間jか
の な ち と 非ひで ね、 、
常?捕iば止をで {ま 員まな、
つ あ 早足盛三か .f'、 な、り
て る 家えで 多をて ら、




か 丈 つ 七三 白之 て と
章受き
、 、‘ 、
と 背← r て 、ヲ し、、- ""-四る 、
思ミは ゐ の 人 分三分どば
ふ 始し る 主主三時ピ
句
時t 時じ源ヱ
と f企i笈Jピヲ の 頃2 問た間ど氏c、

































で何E鐙2のへらる 会与 ま ず の、る、 と〉
あ鐙:こー蓮宗る 河Zか を あ あ
つ で さ つ の の ら 井瓦~ a音E Y る る、
て iま ん で 昨2 さ 夜々木含時会こ。. 、 、
大きな な 光ぷは も 入いに に殊2と
天; れ て〉 な 居ゐあ れ小?と
を -c と て し、 る る て な ま 治以で、
し大tて べ振ム光2つゐ あ と 月三あ、 、
の 身みる る ‘や き つ な ザし「 の る
光:男:椛5も
、 、
所fは筈手て と 薄3を そろ
をァ -tJ ~ミ を の で り で見みが り *1， 、 、
日め巻3な が夜iそ あ せ あ 光ぷな で
告を煙主し来〈査を3こ 。 、るる Q 47 をァ と 太と、
平こあ Q て7 拍iへ カミ と と 出だに 陽?、 、 、
飛ふを は の 飛と後三そ 必2し i之 の
る り 、
廻3く や で 出でん火ぴこ vタムミ て ぢ輝;、 、 、
る ゆ 品事P ラ 掛かで ./"、 そ ゐ し、 し、し」
後2ら 捕られ け ぅiミ〈は飛との る つ て
で し 系問主は る 限2ん方!;(ま と ゐ、
す な ルら， 定会と 竺F ら で ./"-、 台、 し る¥ー
ら が被3;め 、担 れ ぬ来t 飛とり て 中之、ー、
間まら せ ザL「• に-?} は畑うる ん で ゐ lま、 、
達手や や 新iヵ;章受:草ここであえ勿tl五
つ 〉 し 大Eの をれ来〈る飛と夜論2 去.r-.. フ き
る て と な み 喫のはるけび i 、 、
む ラiゲし 種お少さが み査委;例fれ あ で
の fこ類2し 閉まな で ./'0、 ど る も、
を の ら の 色三遠3カミ あ ば も tJ~ 月2、 、 、 、
面2霊2と そ う力!と鐙:こ。く、 ま
問まい 近2れ と 、， 火ぴれ し、ー





香:;近たあ火ぴへ と じ ち る (々ひ
が逢2る や向立の 同ぞやがお人三
し へ通j草;っ査を: じ 〉 も 間Z1 ./"'、
. 
て行いで て iま な強iしの、，.¥ー、
も つ あ を 降ぉ夜々 と 見みも ろ ま
や て る さ り 間jt で損iヂ尽きも
ヲ除 見みが ま て の あはこ事むがフ 、 、 、
し る 412る 演し る 光2れ寅-3ふ、
ζ に夜エ 康U~ と を を の、
形たは 明3 を い封と白ヒ数Zは
ち 、
は木きか す ふす分2へ し
も ま ラ る の て 台、、ー、
‘ 
よ 止ら せ と わ 同2ゐ
つ つ て にれ類Zるが
と て 夜上 確;らと Bilな
見み夜上 明3 に人日ま も し、
万個・ を と 間Zち 人見のえ
ぬ明三 χ仁L三か‘ち ら のが間rで
がす怒 づ れ親しへは あ、
あ も風 る 力fる煙たる〈、。
の と の とし草?、 、
り む モ巨尺又aだ化 で 鐙2て の し
iま あ 〈々 あ の見み火ひか、
る 地ち ら 親L る を し、 、
の か惜Atか記 カミ れ そ き 集上つ の
づ ら カミ ら 他三は fL る の け 越す。
と上手柔3しのどか 魚Zる 七三巴
~如めるで7P て木告う ら な 』ヲ・ あ 草;
な 主2 、ーに水Z水2位:に し、 ら L 、ー O JF も、
と 蒸;気告が比;ふ の ばが そ 木き、
ま 気8 がお べ謬つ好ま そ で 、ヲ・ も、ー、
り おミ な の て で な の き で告を:、 、 、 、
l~~ 他だく づ割なあ 木き 香!;るそひ / 、
気舎の な と 合3る iま を強;の さ
を 木告る 浮?に か相15 あ 狩す平~ ~ 、
十の と 山三多三余ょで て は木きょ、
分三葉ば直Zに の あ に夜ゃを 7Jψ 
に集3出で考5つ 、か 主2問た分わの
合そら 乾?;る る ~、 て 閉まに け 1-TZRT3と3 、 、
ん上手い の の る 、ヲ で限きて、-
で る て で で庭iれ も つ探3
ゐ よ し あ iま で 探5fこ し
る ま ら な {ま と し も て、
空:は ふ 〉 か柳5ま 出だの 見みフ、 、
気iき多Eそ 台、 ら の る し てー る
の し、 jし と 3・ 葉ばも て な とフ 、
中主と で思ぞか か の 捕とく獣正|五、 、
て山えヲミ 丈せ も iま さ ら カミ る
居ゐば し れ
予
は最; ラ 標?のフ 、ー
る 査委2相jZる い水2多Z と 本2鐙2
亨ー 、
の iま の後三ふ蒸Eい カミ の を、 るフ、
をア お菜ばは所i気きこ で採ご見み
???
と づb ふ な外手 fこ る 多E好らフ
し、 行いこ し、 に鐙2で む




寄欠カ忌 闇2映さみ 故2の 地もう をァ あ
や し、 る つ に木きで と 蒸;ら、
の柳5がはお愛5 うまや と て と、
あ相15もたな ま ゐ 河2研・1の す iJ~ 
かき る る lrk究3木吉つ取が日つdt はる ぜ
のに主主3ゃのすがて れ木きし
名な梅Aはう柳5べ他たそ好するがこ、
高去の J 1 (fに の き の れ か と あ の
い花2そ 見み木き iiji木きら れ つ説3、
を ひ
で.. に 題ごに て ゴミ、 令官え
映さの る集?で比ひはゐくら取i
力、 かるあし全iる畿告を2所i、
せ の金主:ぇ て しE 内とは 七三
り iま そ 特E主iふ束t ま あ、





しY が女子すら な 山2木きば、
E帝 い淳マか ぬく、道?に朝日;
山 も 山之れ と J1をあも同5、
生jるの し、 の た 女子す積三
です、 か ふ岸5り し、、 、 、
も る と で で て害Ijな
や地ちい iま iま 見み止去 に、
でや iま 日リえ や究?に序3の、 -r 
も 死しつ 台、 匂〈す な 匂〈、
や ぬ て ら が る か し、 な、
〉 も 全土段三 あ の ふ ど おフ
の感:々( る iま カミ も の、 、 :;、.タB カミ 五ク と 田畠. や そ 親主わ 思;か，、
強5で見み話2 。 づ除 の し カミ 出だ火ひフ
の き せ し で 目?く 図;さ を
~ て て て あ 的2接ごの れ木き、ー 、
し歌ν て七 ゐ ョ!ミき る で 々Y
月5る
。 、
を iま て 人2何だの
亡わ γ カミ ヲF 申 な ゐ 俳ごと 後:J~、すョ 、ー、
れ入L、日にと し、 る 読むむ や
て つ 本三く が者3師しい花2、 、
し て の夏ど 可12 も iま iま の
ま は 中?の め -~畠 れ宿?、 、
ふ 生u、部よミ初3 iま る 種与ぬ
め 、
も き で頃z l笥Z勿2の美ぴ
の て は 分三論2博?観i、
で、 ゐ _..1- lま dL 、 す 物J~ でノ、
あ る 月2源立 ぢ皐マあ、
る も の 氏ピ 支3み者主る。 。
の 末2章受2 際ーも で 芭、
ベ、ー は iま を を 日し 蕉、
れ 不希三な 毎ご 穿ふ立た然芝
と で る 夜ゃ つ て の、 、 、
動5世せと 飛ふ 〉 主京一、uげ、、
物三間Zは ま 歌二研2物三
??
? ? ? 】
る iま と は分三そ も 七、 る 右、乙 ノメ、Jf山 E寸主晶ず、、 、
カミ 、ヲ惨 注3極Eiこ ? の ら す年tに者主、ー 、ー司. 、
少さの怠いめ 9Hiてで生よべの鐙3に
し ~ß~ し て を段たはれて鐙5が取と
と 、 、
気きも て小i水2々〈決2て 生3 と 死しつ-、
を親ミ取;く 法zと し 出で物三去2ん て
附つ強2扱5蓑きの調kて る と 年たで は、
け の は色Z平;べ無なも し、 の し ラ、ー
てやぬののていのふ鐙;ま の
3背.. ぞ... う と柔f根ね見みのでも つ時S
;にぜtなかおるであの の カミ、 、も
の光ぷに も し、 と あ つは問あが最2、 、 fυ ご メー入、 、も
中去る つや庭さ鐙2る て皆Zに こ研2ろ、ー る。 、 、 、
を の ふ' ~ iま 泥2そ 深t年t究?フ 、
分わでれ ど産ぅ毎ご 土2 う し、 も す、
BaLまけ あ て嬰けみ夜や や し ~ fレ
て つ し粟しつ飛と 塵~ jこ係zfこ き
見みて ま 粒3け ひ 攻:も が出で時3、
る そ ふ位2て ま や の な て で、。
と の てヲ の お iま な で け来きあ
そ光iれ大5く ナフ ど必:れ fこ つ
の はで さ の て かず iま と て、 、
キト勿ぇ面なの で ゐ ら イ也だ な 、ヲー 去f、'、
本25薄令3E白え も あ る ふ の ら ろ年2
が いの る 全た と 問主ぬ を も、 、
生jじ皆2 く 』ヲ・ で 、『・ 盛ご の見み同2、ー 、ー
光3は
、
と よ の の ず、 生ごで る じ
つ あ ほ卵2時巴 る 物三あ と 時ヒ
e 、
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防?ゃ -一・ もの る _.. 直さに れ )1 {注目音Z
跡2禦:ぅ 場i士叉2 と 摘iも の 夜や
が器きな 合~ ~こ 43田t 光?へ親三洲すに
は極iに E空F 、わ な ものがる後2の十、
ぉ、 忽、三め な つ 光?汚を見みの の 菅J五づd， 
(: 
ら も て る を 7](す は 女日ι の --'_ 。ぇ ノ、、も
ね縮三強2 と i汚!?止との る最つく 生与問ご、品、、b乙 、~・ 3
ゃんい忽云禦てめ中台そ都ッ少こじの
〉 で 香:も 器きて れ合主し て 陥?ナ) 、 、
か Jま 気きこ を し 住t を 七三 で ゐ
な を れ 深?ま み 日めよ も る ら、 、
つ 怯ご放2を 山三ふ甚;詰2 く 刺し慮;で
0 ・、
戟Eなて 内tっ 左さに 7ご そ も
し て 右Y 兵Z 源三敏2 捕と ~/L せ 乙
、e0
切J~
ま 蔵;敵5へ へ氏む捷2る カミ ら
ふ り を 突2て 査委2で の 居ゐれ lま そ、 、
イ中ど ち 鮮2出2居さの の で る る 浮?の
縮色よ 易5し つ 姐;っ あ と と山f光三く 、 、リ
の つ さ 松三て は て る 、事 光:にを、ー、 、
少さ但下ろ頗2 と せ脂ご外iま カミ 居予認2
，品1・、之、 、‘
る 見みそ と 物5fニ し し をァ 5E7る め、 、 す
自e jこ れ薄?に そ で 千ロ少こく む る
手| 白?と が荷か犯去の も 家げし な の
.，‘ 、ー、
な 、ヲ 手てと さ 憾iあ査室2掻2る で と、ー
も ろ を iどh・ れ の の ま ヵ、 あ 七三
の で退ひ混まう 雨fり 姐;は ら つ で、
で iま ぜ、 と {則ぎが は す 日音之 て き、 、
あ そ と す 騒;ぉ と 夜やこ る、 、 、
て 構?ら つ で極三れ つ 事むし そ る。
ゐ 造?ず の あ め iま て を ラ、ー、 、
る を 光2で る て も そ )震や滋c で
号 、 、
と 窺セつ あ そ 淡3や の め 養ゃ、ヲ，、ひ
中Zて外3知して る れ し、 コー 物三のフ 、
台、 る 見みか に寅吉ど 地ちを 幼3、 、
ら 、ラ "> ら後2色2後2閑2の貯?品、?、- え、 、る[ま
そ と て 色主光jをの居t-R主へは、
のが恰三素と器き帯~ lsでしゴ る 四
1)・
提 ?出でものはびるて四 、ゥ・ 月ぷ、ー、 ず〉
灯ご来きま令::乏i 既~ tこ -・ー- 、， 寸2と のーー一- 、ー
の る 靖l~ し も 週:〉 五 が末Z、
全土例tfこ い泊52の 問zで 寸ごで 台、、
形ごへ る 全Z足?で程2最5位jき 或3
骨3ば珠2身えに あ 前ぇ後E の fこ iま
庭iの
、





に火ひー iま つ 々?で をりる初:、 、
見みが見:健三て 瑚ドあ 遂と椿だ肥えに
ら 提手し の ゐ ヵ、 。 げ 固た太fな、 、き
れ灯2た内5て蚕tこ 虫首3形ごっ る
る の 計?部ぷ十勤5の と 。) て と
司
や 中どで を 分2す 虫面;愛tf'J、?き J目it立1M!だ、、






































て示直t こびはてそ内5 も し、、
一一一一一一__. 一一"ー 『
照、Z ら 見みら 、予 カミ あ も さ ふ ゐ、ー、 、
さ 今三る よ の つ 又2つ の 可し の る
t~ B~ -ち 、ー 、ノ 四 て 同Zて で ばで iま
な 注?段fイ時仁三賀jt援;ぁ か
か至2が JE;いの の の --'・ の る り
出でし時t 問j二銭tは 。つ る ー- で、 、
ま 来告て 代と少Z生主時ヒ卵:代宗
つ、と そ
と で る 見みの し の 代5332 J己き の、 、
い世ぜの ~'G し、 も 末立、 .圃ー-・ iま 問2")、ー ーーー 畠ー 、
界 {ま 絶た路ろそ は詰2ふ いで つ、 、 」ヲ， 、、，. の そ 年たで > で は 幼?な 9Hi 、ー え 、
と 間2 も r-f:l ~も る あ 一品?と 金3
{ま {ま 春2絶セこ る 生与 EH2の 産ろ、 。 、
4I監な - 夏な、 ヮえ と の も イ也だ み
く菜U$ 位:秋~ tこ カミ 、予 9l~ 姐第ざ2 の 附つ、ー、
な那なが冬おこ な の の昆5 け
四最iて品? 、lま と ._，‘ の と そ、ー、
万リ2カミ
、 む
会主ぷ い の そ 段2全たは類2 の、
族7へ地ちな 決ユれの盛ご踊?と 役?
の と 球1 く しに経3を第5同主 七三、 、
‘JI' も 上;いて光広過L極3四 じ 済す、ー
の 主主;につ無なる iま め {ま む、
常Z る世ょの 現iで し、 と 成主四
に光?れ も の し、 最EH?段f 死し支
君主フ に て 鐙:で ふ め き Hiに ん
き よ き の あ "?' で も 分ゑ で、ー
ず つ て 光5る と り あ 告さ:れ し
て か を か iま め る で る ま、 、
一一一-一一一 一



































































?? 、 ? ????、??????、?????????????
?っ?????
???っ ?っ 、?? ??
???????? ?????????







































































































て 見み頗2こ き 、予 い只tな 時c，、♂ 、ー
ゐ な むるの も れ づ殻t坐:分Z
る し、 つ ヲた3 の ら *c の の
写45と
、
力、 iま で {ま も ヨミ?Hiでも
可~ 、
象j 歪lJ~ し イ可E あ 動5み もミ る や
か )長三い の 七 ら 物ミな 腕む)I (~;う。 、
ら十 jilji免5 〉 の 筒2け の 乙フ、 。





し iま 就つで 会委託ノj、;殻ぜ句
見み出ぜえ Je し、 あ と な カミ、
る ユフχス治;司トド1、斗L.Jき Jηノ】 X 叫えワ て つ な 金主i河2
ぬ ま す の て り の )怠.2、 、 、
先まの り る ゴ日:E2U1r - a 力、 出さに
つ JLf. ミ {ま 力、 の 穏与は る 果多E、 、
冒伊
あ わ 人2の る ) 1 (i し
伺 3 る jL し、 の 面すの の
の が ふ 思し白与で は 現2
用ff 』事 想5み あ ノj、まは、ー ~ 
を カミ の を る し、 ft 、
な 力、 後2に 7限定ば と そ て、 、
し の な 見み持もか れ 'フC 
i手て 外2身みる つ ヨー で のフ 、
ゐ 部よミ に も て 公I=lこ、T乙、ー 日が ;ひ。 な 、? 見みゐ ./"、 fL J三た1えhらal i、ー
や現;つ れ る る る ら {ま。
〉 て {ま が の 大3フ れ ~ 、
あ の 、ヲ・ る れ火ひ前えこ¥ー
る 最?れとではにの 見み
し、 5kは大E後!;そ英4 一二二 ヲ・え、、 、
て い大立方2の の ゴー口二rf 1ノY又145〈守 る





す あ あ 所i互5こ さ 防?の iま、 、
頭tの る つ と せ 三手寺在三日主。亨主 戸l-I、島ひ、
iま そ て 行し、招2を る 国づ、 。
光3雄3こ 木こっ き -E二い も、
を 査会it の て 招ミつ の、
者3戸，怠、つ宜 みfJ な 葉宮そ か か
す 訟は 、予 れ と、e
る 所Eよ 止Sに る き J田~'、Tu 
の つ 自し会合3に (ま
{ま 来き雌3て れ 国づむ ~'~ 、 、
雌~ tこ鐙3ゐ 飛との を〉 る。
金支i時Sの る ん 日めよ
で振さも で標;っ
合3あ 舞3の ゐ と
園づっ を を る な i主の
を て税亭捕i後lまる、 Tるζ ^ζ 
し雄3て "' をァ の
て 鐙;ゐ て 捕tで通j
ゐ カミ る 見みへ あ で
る 飛とと る て る 会議、 、
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白色?折廷の て 気き併ぷの そ あ な の
あ ら で iま の し匂〈 れ つ ほ XなJえ迄つlま、 、
る ~'L あ 大j』毒ど も で て _:)~Aoま光〈い〈、ー r~リヘ b 
貸与会主:
、 司ヲ
む る る 高知で σ〉 墓3に器き、
の の譲3で
」ヲ-
iま 手品境;火ぴ カ二 百いの
iま と iま あ あ 段Zを 強:っ 附ふ、
兎と同E絹去っ る も 気3ひ 作』圃'フ 迂5
角:じ総:て
、 、
カミ 生ミし 台、 呑の合会2に、 、
安お
を 敵E致i'君査R主王主・子7 fこ t'L む 火ぴは{v 、ー 、
全ごと 出?ごを 1i主 3 も て の 存ク guf.む
な で す !坊をが の の ぬほ も 漁三数?
生t査委5が 女日fと 、な や 火iの
匁5fこ
-， 




め 人三 ji長むは iまdj、 、
出でに実にの 日j~ i或ごれ つ そ ん
ラjミき限3 ら 光ども 石包? る ぉ、 の 用もち』り
しー
ぬ つ れ を 、で. な の な 光?ゐ の、ー、 、
者11二美?出だの奴3で -}J~ fニ充2
で l撃!;し さ 貼~ ~二 ゐ 日めと ;A53 
あ 唖で し、 せ か I句なる 首2の す。
る は果 て ら 1・ 話:るJ、み、
カミ な 3Z そ観みと な も を、 、
ま し、 を れ る 成t 花 る 荷主見み|セ、




つへ優1草;翫んsに ぬ あ -ーーー -ー で
てれ木B す取との ら 例とあ
足、ミ?こ iま る ぢ} iま 予 で るフ、 。 、
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F 一一一一 一 一一一一一一一 ー
賢三し、 見みラ を "'、 と 皮3な つ必2 む、
際5て て エ/ 用ミて 用iむ おi士て 要?の
" 、己ち夜々蚊か下 ゐ 見み若;ぃ無む鹿か食;が で
れ具<.が人2る て し 子主主な 用iあ あ
のを提?がか ち て な 手ての ら 。マタ
出だ被2灯2女52 と
、
か ゐ 食;数字 fこ > ぞフ 、
す つ を め 忠、どう る 月七を め と
火って つ て は有あの 試しせ し、 日リ之、
包 し け 亜アれ り で験2ぬ捕とふ 以3
提?ま て えとメ る さ あ や る も て、 、
灯2つ 人2利 1) そ 3・ る 取とう 、ヲー の 他だフ 、ー。
の 力日カ れ な ら と で の、
用ミと 血ちに {ま 事こヲ乙、ー れ と {ま そ 動5、 、
ゐ し、 ~レ- 来きか で の る 他だ避され物三
る ふ 吸すて の あ ーや の け ゆ
やそjtひ査窓会主る 程しゅフ 動fる ゑ 白ピ
ヲb I-JHfV?ZBM}4 - 七三 を が の な 物三や 分だナ) 、 、 、
で い ~ミき窓?見み会主主用 5 迷f を > 出でかフる
あ シ;ゃ fニ 力、 iま {ま z4 1z亥'.;\わ、望E三2五5:uT・~: ぅk~ ら
稽ごの
、 、
並日ね5 る ら 事2も 外誌な 戒t:訣3る
ー it-
そ話をで飛らの 下 の 日めし つ 7ご ¥ ノフ 、
~jし あ 込こな 動Ziこ 。ねて V) ノぷ
(ま あ 。ん かつ物三遇あせ再?鮮2聴:|宇
，銭る と で つタいのはてび明ごし 大
が通i 考i 来~ jこ の 例とぬ 白j襲どな て
木きで ~、 ア 迭をか 、や ら ふ 光3ま
に査委:ての イ ら 〉 (ま や を はフ
止主は驚;を
、 -1)
幾Y う 方交2るノレ 光三考会に
一 一 一一一 一一一 一 一一-ー
呼ょを ぜコ そ る 手τ が そ と し ら。 、.
ぷ ;車交て 、事 足モ事i13の あ 事、ー フ、
異f時;授与ゐ で を 率三態Z途3の と、
な と す る d蛍1 の に度どに葉ばす、 o づ，
る 位3 る 時らの ば む は一 Q 、 、。) をァ 時らと 光三 し所2な つ と と、CJl 、ろ
で振tと 飛会合 後2か の ま 、ヲ・、ー、 、
そ 動f大古ま 出fご ま と 葉ばら ろ
し勢ごは す 段だは な を づ除 をフ
て集3つ抜?
、
々(ず、 選2か よ、 、 、 、
は光?っ て子す 姿しそ し ん 』事、ー、台
勢3の のがF各?をて ゐ r今a と で
特t長京一 る 見み を盟三や 降お校定て
殊おく ヲ寄ご時Sる 作?を か り に居ゐ、
の積7に ζdF 〉 J~ で そ し る
J忌いけ光2刺L 決ミ の つ あ れや 、検
味みな を戟E し と つ る 予 頒jフ、 、
がが後可に て {ま け そ ヵ、、
あ ら す磨三一 大1て さ 1除 と光ぷザ)、 、切
る 飛会る じ通j に落おれ つ考5を
や廻3時らて で 蓮宗ち iま と へ出だ
〉
る と 興リ之 つ か止;て しフ 、
七|で時S深上奮土な て所tの る 居ゐて
主 あと夜やしい ろ 一・1
、
居予でぷ; の る 木こ、、 、
つ み特ttこ木脅 る は ん で も の
て な 十斤Zに の じ あ 〉 葉(主、 、
主5そ 友川二 と で め t_ つ の を
の れ を光?ま あ て 品、でて 一照て}ら、
・E・ー-・aー 一一-ー-・-晶--ーーー・・ー同ー-.・ー・・ー・・・唱ーー --園周F司ーーー --圃晶司酔-司ー --・ー---園圃晶・ー -ー・・- 岨圃---- ・・-_--園F唱_._-一・』晶 ---・ー圃-圃 一一 一 一 一一一 一 一 一一 一一一一 一一← 一一一
~，~ を も て 会長な雌し る や ら 元止ミ、 、
雄:動2ぅ皮ど 用ミわ か ど dijbわF フ い
は ゐ {L の な の 物ごと で
愈告をiT 
Q 47 書2る 淘すは 動fか (ま、 、
の 間jまか 汰だ色三物三く そ
る
人Zの 々(の 論之のは八 と ら。 ‘・し、 等2問Z彩:生主庭、?の 彩ごじ 光?ヲ
力、 し 七三 色主来;用5彩よ色会て の
し、 品自立 と 光2し 色;と 見み出だ、
し の jtLさ同Zる て を 同2る し
て で ヰ1S じ 質三ゐ 有b じ と 731i 
光t あ J、d』E、 や をァ る て〉 "? 査を2に、ー
を る 乙 3・ 備42カミ て と の よナ)。 、 、
ヌb，込ミつ!主 な へ夜や こ で光jつ
す 合:作さて 日;j:れ あ は て、
る 国づ用iゐ 太とを る 生t必2、
台、 す 可~ る I~局日やぅ d人コ 主2物7ずJど
と る 佐i動5の ο〉 Iil主宰12互5、
し、 む 物三光2れ太5上与の、
ふ 書2の (ま の の 陽?の 忍い、
間ji {ま で 己号無な保:まの 訟、 Ihlt
題三 色Zあ ~'~ し、 護E 光;味 を
で を る の 時;に の ヵ、 議kl七。 、
別!:丈あ 用主 光2lこ 他たあ ら
る ゐ 、ヲ を {ま の る 見みる、ー。 、 、
夜;れ 利。彩f警己中Lれ の
{ま は 用5 色~ 31皮ぷに ば で、d， 、
光?恰;し おミ 出でも あ、






と も用51砦まれ憾t外E用iは苦;:HZ ら、 、 し
が今えで擦三なに界i:に鐙2欧すよ人2
ま B~ あ し外2比ひへよ火ぴ洲どり々f
い
7ごでるて界ごし射ミつをの見みが、
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を そ れ経巳あ の と 後iこ 系旧三皐?




にば査委iにい iま と に原宮不主を薬?
強ipf5~ t_ の言いの 、認?な 会会主因にし 頗f品どる、ぷ
を〉 ど 後!j つ め る の の 物ざる の、 、
そ も 先ふ?こ おJえさ空~ .~ ス 7f 後月読ご理 .1 fリJ~ 効?
つ
れ が器手通i光i〉こ け うと?を E351瞭?に
勺
イ/ドさ確:の 依工を戯iのですと の
足r~二生t あるが 、一. 川ilこ 大(?授3つ、ー寸ー
で 千理二司る 力主で と す 家勺見;て。 ら 、
路ム疋5をァ 、}dJト、 ご」ち で有l る の し泌'/芳、T3' 、
て光;，みききi不k 成:ω 焚三月iや ブ、
ア 広12ab':zま 荷ロ目=、昌j員・2 と す 品、?現Z光ょの ヲ・フ フ
う る
し い極3 と の 2‘こ:) プ の の、
な ふ め 少i金受注原2の -ω1-、; イ 呼ことる 、
官、 、予 て し の 囚どで つ ずー 吸告、、ー 点、ー
ら と 手て む 設2は は ツ カ; ろ、
異2生:ど
a 
地ちを jz: の ア ℃ー
ごL
上?す な な の
、下
ゐ べ」 の終E|、ー
を る f91j~ ら 有Jiま カミ て 今 設3つ、 、 、
ヲiひこ を ぬ 期ぅ・で 』予 、で. 等ち光jて、ー 、ー
λ| き れ泉あ の も れ の 七三 ゐ司、十ず、 iま げ で {ま 、で除 iま Jf$k嘗と大とる、-、 、。-・ー- る あ 気きの fこ経;:て 132L 数;
IV 
と 疋g と つ 管〈ー 〉申 と H自ら係:多だ
んわ 一ー、 、
無むの 国ゐ て も っ Yョ気~~つま 糸白、雪 の の
数?査委i合志
、 て〈、ゥー j帥土で光?管とた る 毛?、'
あ で い光3は 前え放2て 見みあ 鐙2の
つ あ つ悲2の つ ゐ る る の 光}
てる通iて い~訟で る と は記s黒占z
戯3にゐ
、後; のゐ 糊なや ラ 事どが、ー
かま岡づる
れ 、
見みで指3る の iま れ の、
と 三詮ぞ尾をあ の さ や り と 中ろ主主主わ の ちえ、 、
う光E問主にるお を 文Z端{2 る 間3だ フ
なつじ 15ゾやも り 字ヒで カミ で
出金主:擦ι て
， 
../"..、 な も て 、ヲー 尻:う、ー、
iま と 墨?を す そ の ゐ と 銀tiこ、、
:/ そ 木この で指3る の カミ て で 色Zな
ひ 、 、 ノ
の の 形tす と 光zあ ラ あ 慮夜iる、ー
光手間まが る 挟E再?が と れ る 三の
句 、 、 Jレ
カミ あ や ん、 び薄3に を そ 出2を
明示光2り 7除 で光広く 残2ま れ光;ぃフ 、 旬
.テ滅5つ そ カミ な り で ふ、 、 、 . 
せ て 壁たの 見みつ そ 指拘ヲ のぴ、， . . 
塀3尾2えず見みと て れ の の . で. 、
な端t初5来〈が問5光2舟Zぁでb そえ
t! ープ
あ る ヲ どをめれまでる憂会つ、ー
る も に少さ久 iさた潰2票占ZTBit




m児みこ れ る し ら つ と つ 砂7国づ、 、 ひ 、
也給ゑる と る そ で. け 光;光ぷけ、'、
L l-
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~勺し， 、 、‘J 、ー
と をて疑がと告さ:相5 をもたで、〈、、小、、、




光:瓦lJl 板三るこ特iよ る器5 組をい、
は斯すのそと質与さ に内示織左つ











を瓦がけそ種主 望 のでこる λ
取;斯t イののか、 であがと|高






物i金銭以ぃ原ピ係5化よこ 光2の て υ一
質与は上?健5のすろ と iま も ヲ ク二乙bうf 、-、 、
の と iま iま な る は し、 同主れ気き
満みのをま2燐2い時Sな ふ つ じ を、
炭たさも やプム〉素と熱号そ も の ‘ゥー、ー、
て 3・ 原~ ，こ な の但?の酸三と 酸三らフ
ゐ に質与は ど勢t会主:t主化Lで瓦がす、
る し をイ可Tを 力iの石3イ乍さあ斯すか、、 -、
品目tt査会:等ら出だが 資2油:用1る 9J"?或i
胞lf光;ののす直:光jラで は、
と dナど JtIjTaibifI たい i1dI吋1わ〈 』 に原三ム あ 』ー 浪乃酸ト、回'/1， 
細17愛3か係ごと 光ぷ質与ブ。 る ~G す素を句、
胞?せ ら を カミ は!蟻?と で る 瓦カ1
と し離2有もな 愛2イむよ燭?い 見みと 斯t
の め し し、 じ与さ?な ふ る 忽2中?
間jる て ぬ の て上?と で:- と も、ー、
会主'E滅号入いか試しの で し甚iの と
は と 験Zで あまだ光ぷがのす れ
、~ t) . m 
会長む し、 し あ るつ巧?と!列2後ごる る。み、か、
数?ふ る てに少さで光よこ と。 、 、
の も さ わ で し あ 物三の ま、
毛3前えの 3・ すし ち もる質主試l tこ|フ
細t，こ で し り て;む が験Z光ぷ
気§言I{' あ て の ゐ つ さ 光?は り、
管iつ る ちー 日艮め る て れ を 幾?初5、ー
カミ おlミ の 台、 ゐば後2度5め|、
分Z愛尽き 後5は ら る査委:す重2る
布ぷ光jて 光4闘i酸2と の る ね再会、
あ ラ 今2ゐ の に細ごし、ー
る の iま て 費三図上気告で。
第t姑}読2達Zつ管iゐコ位ペ向Jい
後3つ - 明ごに て を てーーー畠_ー_.、
こせ も後2通主主主2がで
設三あ て そ と.3設2れねタFZ光;つが
光よる
う
ゐ の の を ば布ぷ器舎で呼こ
の と る ヌVミ去与注っ 設5措訟十に の途2吸2
皮どし、 ヲ 光よ 光jい分だ色構iにす、ー フ
数?ふ と '性ま 器きてに大宮治r~安5 る。
中すお理司分主に光~ I際3や ラ 物3、圃暢、
ぺ: と 斤r月ミLつし にい舎と蓮宗も現FIこひ、、
の を と 一て すが よ 象?'R豊t
長?q32
、
相3 種与さ る あ lま を 中?
短Zに 並r の て 、ラ る ど起ぞに、ー
や重: ん を去三査を: と カミネit す入い、
叉2ね で フtjカミ カミ 、ゥー 粗そも る、ー、
は て 酸5 性ご設5 歪，j1~ れの の外iひ
光tこ イζL 物三光~ J長ごら 差?で気告
の 〉 井J~ 質与す 出での カミ あ の
出?ごに 毛3 カミ る オミき 詳l;ぁ る 中?，
存三基;ぬ
• し述の 来田三 し り の、
方主べ フF示=、テビ』ー 在 京はでき且古勿1酸21λ
P官ぜずどt 
、
あ票以つ論2素を主な て '- 、 、
ど お カミ て ら は 毛1査委iカミ
を 存三 ゐ 〉 国づ細三の 』フ・フ 、ー、
おの 在ご る か を気§種与の
の で し ラ ら用2管}類2毛T、ー 、
?
??
そ の に後5気きと iま な の カミ
も で空;光j管iも Ei り紳k白l;
あ気宮器宮紳たう63も 気昏経Z白?
つ を経立を後5管jと、
光? dQ 露ろ後:な を妥空光jな 筋Eす
力!九 、ヲー 出おの ど せ原Zり 肉マる、ー つ
の れせ健どい ら 質与は t ヲ、ー、
原宮 ら し か ふ *G で つ と
凡H豆曲:でJ、 {ま め ら も る あ ま 依ょが、
前三て奪ムの の る り つ で、
る そ つ iま で の後5て き、.
で光j乏しるも も ~し て ま あ、
の 屡与を そ 7ご る あ の配!!の。
iま 々(立3の な る 副Jtす iま、 、 、ます i主の汲d 中京い さ 、ヲ 図工る ，主ア、‘'d ( 、ー
./~ 
一^




光b物三 既さこ 質与る る
理~) でせ れ そ さ の か器含
主手マ
ひ、
内示あ し て光E査委3へ で ら、
者主 る め ゐ を υ〉 あ そ で の。
放2卵iれカミ る る の あ 呼乙
研Z 、ヲ 物さつ iま ば正5つ 吸i、ー 、
タ，2E2Jき、 と 質与て "た気き図工て作さ、
す がを居E-2管jと ラ 用i、ー
る で人E1) 細3はな の を、
材ご ち 工5ま 胞『;な 。nI申ど己認





























































































































? ? ?????????? ?? ? ?、 ?? ?? ?? ??、?? ゅ
????
?
? ? ? っ?、 ? ? ? ? 、
?????????????????


























奇吉れ工5iたき光b Fロてのー五 :ー 
怪iらに如Eに筏3 、み百
に詩L 金主2きあ日め 宮 を七
思t人E火ぴ lさらを 出身 喜~ì; 十
つ文Zをそず奪L r 雪 美ぴ九
fこ士し評?の』やJ ふ ミ⑦・ に~三苧L 
の のし例t 、査委: 。ロ言 し生;
え言2てで よ rE t〆
もはああ ポ3 20 丈?ぞ
つ全3るつ は吋肴ミp 夫ぷの
とくのて 外22Eロ 認 の詩し
も事t で乏し に Z 2 気阜の
の賞与あ那な 火ひ R4 。 E. 象?中主
言たしでる人E をさ句7 一cZ一 にに
第きあ の 装ih Z 乏在沖:




物5 有I 中?ト を宮1
理町 永: 絶r ♀ 査を:人Z
王手?之，え;ト『寸 にが
し、
者主 用3 て∞ fこ徒三一、ぜコ ち
が 無t 熱ぢ}・・・・」 と に- 、
疑3 火ヒな へ身み
??





ど カミ で iま づ の じ鐙;色2ん で の
35i大Eす
、
の あ あ 一ー‘ iま 七三 7ご あ 穏お
色去る つ に方合〉 疋f多た幾?む る 類Z、
の と て 非ひ青tむ の 少;分fの も
光3す も常f色;に告をi青2かも の 因よ
る 遠ょにか随与でみ異fあ iま つ
す と く人t緑!ひあをなる 青2て、 、 、 、
ろ て か の 色;段どり 合そっ 日にく そ、
よ ~G ら 脱しか 々(な ん て 本三あ の
力!の
、 、
り をァ よ 青2カミ で千3の る 色三
iま 青Zく を 光?緑?ら ゐ 家吋源Z も 七三、 、
告を:氏どの
、
逗2か 見み刺しを 色三そ る 多たμ， 
戟7放Et二 光:は査をiは少f線;ぇ の 、、
強:か る す て〉 愛:出でを よ 千3線?史・2、
く の fJIj~る む ず 1J)， 放Elま
査家を2汗 でぁ なが1し色ピへ も の る け つ ど る、 、
力!の iま の で 1J)， ま 寅舎の つ のひ、
九|を光すこ で あ
，. 
iま 色三二 て でフ
士東IJ0 ~二 、 。 、 、〉 、予 る い光2英ィカミ つ稀とあ、申 。 り
戟5す の ふ が吉ギ〉 の つ
す る 一色去さ 三撃な資き利:っ 〉 iま てフ 、
る ガlf定Zの て で色:の も 多たあ、
で査委1光?で少Iるち カミ の 火ひこ あ、
線2犯とに光iるむ多E七すの理町し、 の
む す熱号線2紫ミく 色:作さ眼め皐1ふ で
中fiJt1P 緑?作さが色z ?の用?ににの あ
け 色:用5多さな 間たう {ま 見みて {ま る、 、 、
て の化:ぃ ど ら そ 3・ 台?な そえ。
ゐ 光;与Eiz の あ で る か れ
ザC 七三 的5今;と る亦〈 も で、 、
イむよ非ひ作さ鑑三 こ 総1頁き 。) オし 動5る
皐?常与用?の み 色;な 異iは て 面三物三
つ
的5に l(f 光広に の ζ な J七 ゐ 日えが
イ乍さ多色起Tを は逢2 に つ 色!る し、 おJ戸さ、5 、
丹Jtい す 分だ潟たに 近2て 如2こ す、
の 色:析;畏えは い大E分とく と る




-・ー ・ー4・ て の
ーー--
で る は見みゐ ヲ巴主 は つ ゐ の る 色三
自ilな
、
ゐ る ら す わ る 光?と は
れ光;れ分わが
、
る も と をァ 思tお
光b雲42し
、 ヮ 、
力、 る 線2ら け 』ヲー 分ごふ も、ー 。
線Zカミ て 。〉 イむLカミ の る の 析;
も 多EqJ?雨1EF1Z多E皮ひこ 七 そ 三円位あむ




の ふ あ あ 用5方?感たで外j:る み 力、
で赤;っ つ の ず き 物ざと な で、
あ 色;て て 富と端45る る わ ら あ、
熱号 EIli及Eれずる の 日ぬお ん る、












































し問iれ そ 火やが燈i感た百 し る れ
て題ぎる れ傷2出で光}じ の の ら
ゐ でかでの来舎で易3原ぜ散:にの
る あ瓦がか憂jたあき力!じそ燈t
の ら斯す〉 も ら る線1を残?の火L、 〈
を コー 燈iる な iま む色2歩合;つ原どのフ 、.
見みがの燈iく 風2し を と て 力!日!、 、
わ帯h 全jゐる 現Z如2光4矢らに の 的E勺
と は火よ吹ふれ ひ ¥ ノ る 百 lま、 、
て光2僅3中TtJ わ後;化L電Zのから
11> 
れ の王手12気き恐?れの ゐ と な の れ
ら 女口:的:燈tも て 九?る な も )L ら
人どさ の の な も での し の寸ーの
間三も手品女日Eき消昔話2でてが九親し
iま の段fく民kえ火ぴあ乗i光立は官L、 叫ん




手伝想?符えの を れ済ご火ぴは で係己る
段史的3ら
、
手品得える 的5は わ あ な光i








訣217;'大ヲら 〉 き と の最iは空Zあフ、 、
Jみ?5壱 し、 れ す れ賞与つ を
か ば閃~ tこ て鐙:、 。
提芝ラ臨2 な け ゐろ」
気き後iん ら ゆ灯2 〉 る 聞と
を iま で ぬ iま J、、
今2鐙iあ iyニ封f:t..~ べ要?水Z童ぎ十 の。
し 気きね で の で る な き、
ヌ)Uの て あ 世上あ の で、 、火〈多治下 る つ で鐙;ぁt; ::y tま』 、
ネE};し、 ~ と て あ の つ
容u、庭;に も で る 研Zて
if渋あ
。 、
れ に告さ2 ふ 究3生t
ず棲す火ぴ の 来:ら そ が物三
ん の iま の 〉 の 勝:z手マフ、
昔?来t者・主iま で特i ち 燈iと、
あ そ 性ご よ 火ふの草?の iま、
ら の を つ 色 ‘ラー 昧3人どこ、ー
ず火ひ列な と亦後2と の生tの
し を 挙2 面T Eを世上の研Zる、
て 225え洛竺~ lノ 白色火ぴ前えに 最品?究そ、 、
会H士す て し、 の 最三利句に、
つ る 見み ~ヲ除 女日tj志の初tに 多だ、ー
てに る と き "'"込 院li少す
ま 汲与は と で ら .;首 人2す のa、.、
気き多た iま の カミ る 主貝主主せき、
が少? あ で ま 用2所ゆ任z
あ の る な す ゐ 以zを
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